
日本肢体不自由児協会が
実施する各事業へ
ご協力のお願い
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肢体不自由児・者の美術展／デジタル写真展への
作品応募勧奨について

令和７年１２月３日 作品をご鑑賞の様子
常陸宮妃殿下 2



表彰式の様子
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【対面表彰】

文部科学大臣奨励賞

【オンライン表彰】

全国特別支援学校
肢体不自由教育校長会賞

特賞作品 せおりつひめ
（コンピュータアート）

特賞作品 「俊」な大人になるよ！

（書）
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令和５年よりコロナ禍が少し落ち着き、児童生徒の作品が徐々増える
と期待しておりましたが、コロナ禍前の応募数には戻っておりません。
作品制作を授業で取り組んでいただき、皆様の応募をお願いします。

※令和４年度よりデジタル写真展の応募は１人２点から１点に変更 

 

 

平成27年

（34回）

平成28年

（35回）

平成29年

（36回）

平成30年

（37回）

令和１年

（38回）

令和2年

（39回）

令和3年

（40回）

令和4年

（41回）

令和5年
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令和6年
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令和7年

(44回)

美術展作品応募数 705 734 676 645 644 490 486 405 430 377 423

写真展作品応募数 901 781 755 800 815 846 959 408 375 415 410
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今年度は、９月２４日締め切りで、
作品募集を開始します。

令和８年度も応募勧奨をよろしく
お願いします。

令和８年１２月３日～６日まで、
東京芸術劇場（東京都豊島区）
にて、入賞作品の展示会を行い
ます。

初日（令和８年１２月３日）には、
特賞受賞者の表彰式を行います。



ねむの木賞について

ねむの木賞の教育関係受賞者（敬称略）
R07（59回） 冨永佐世子 熊本県立熊本かがやきの森支援学校

内田真由美 埼玉県立川島ひばりが丘特別支援学校
R05（57回） 鈴木淳子   東京都立花畑学園
R04（56回） 東 光代 京都府立向日が丘支援学校
R03（55回） 新井洋子 東京都立志村学園

町田睦美 東京都立光明学園
R02（54回） 川崎奈津枝 北海道拓北養護学校
R01（53回） 加藤裕美子 筑波大学附属桐が丘特別支援学校
H30（52回） 大山衣絵 東京都立光明学園
H29（51回） 市川敬子 青森県立青森第一高等養護学校
H28（50回） 中村秀代 岐阜県立可茂特別支援学校
H27（49回） 宇﨑佳子 新潟県立上越特別支援学校
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ねむの木賞は「ねむの木の子守歌」の歌詞著作権を肢体不自由児事業振興のために当協会
に下賜された上皇后陛下の御意志を永く記念するため、昭和４２年に設けられました。肢体不
自由児施設、重症心身障害児施設、特別支援学校等において永年肢体不自由児の日常生活
指導業務等に携わり、優秀な成績をおさめている女性職員（直接処遇職員）に対してその労を
ねぎらい、また、今後の益々の活躍を期待して毎年授与しています。
推薦要項
(1) 医療型障害児入所施設（旧肢体不自由児施設・旧重症心身障害児施設）、療養介護事業所（旧肢体不自由

児施設及び旧重症心身障害児施設）、福祉型障害児入所施設（旧肢体不自由児療護施設）、医療型児童発達
支援センター・児童発達支援事業（旧肢体不自由児通園施設・旧重症心身障害児通園事業）並びに特別支援学
校（特別支援学級を含む）に勤務中の女性職員。
(2) 上記(1)において肢体不自由・重症心身障害のある児童・生徒等の日常生活の指導、看護、養護・介護に直
接従事している女性職員。
(3) 上記業務を永年（１０年以上）にわたって勤続し、現職であるとともに優秀な成績をおさめていること。
(4) 引き続き肢体不自由児等の療育に従事する後進の指導を行うことができる状態であること（今年度で定年の
場合などは、継続雇用が現職で見込まれること）。

常陸宮妃殿下とのご接見

上記の趣旨に相応しい該当者をご推薦いただけ
ますようお願い申し上げます。



高木賞について

高木賞の教育関係受賞者（敬称略）
〇高木賞
R05（57回） 下山直人 筑波大学非常勤講師
H29（51回） 古川勝也 西九州大学教授
H25（47回） 西川公司 放送大学客員教授
〇高木奨励賞
R01（54回） 長沼 俊夫 日本体育大学体育学部体育学科
H27（49回） THE MAGICAL TOY BOX 代表 金森克浩 7

高木賞は、わが国で初めて肢体不自由児療育の体系をたてられ、療育事業に偉大な貢献をされた
故高木憲次博士の御遺徳を永く記念するため昭和４２年に設けられました。高木賞は肢体不自由
児療育の領域において特に顕著な功績のあった者（団体）、または同領域において優秀な研究を
行った者（団体）に対して授与しています。また、今後肢体不自由児療育の分野において活躍が期
待できる者（団体）に対して高木奨励賞を授与しています。 

推薦要項
(1) 高 木 賞
授賞の対象は次の各号のいずれかに該当すること。
ア．肢体不自由児療育の領域において特に顕著な功績のあった個人、あるいは団体。
イ．同領域において特に優秀な研究を行い斯業の向上に著しく寄与した個人、あるいは団体。

(2) 高木奨励賞
授賞の対象は次の各号のいずれかに該当すること。
ア．肢体不自由児療育の分野において功績のあった個人、あるいは団体。
（いずれも将来の活躍を期待できること）

イ．同療育の分野において優秀な研究を行い斯業の向上に寄与した個人、あるいは団体。
（いずれも将来の活躍を期待できること）

令和７年度 贈呈式の様子

上記の趣旨に相応しい該当者をご推薦いただけ
ますようお願い申し上げます。



「はげみ」は、 障害児・者を育てるご家族の皆さん、特別支援学校の先生、施設の職員の皆さんにお読みいために
発行しております。医療のこと、リハビリのこと、教育のこと、教育のこと、福祉制度のこと、生活にかかわる情報提
供などいろいろなテーマを最近の動向にあわせて分かりやすく解説 しています。ぜひ、ご購読ください。
 

はげみ購読のお願い

編集委員（順不同）

吉元信治（厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課課長補佐）
菅野和彦（文部科学省初等中等教育局視学官）
岡﨑俊彦（こども家庭庁支援局障害児支援課移行支援専門官）
覚張秀樹（東京女子体育大学教授）
金森克浩（帝京大学教育学部教授）

有吉万里矢（全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会会長）
河井 文（全国肢体不自由児者父母の会連合会副会長）
酒井康年（うめだ・あけぼの学園園長）
澤村 愛（元東京都立光明学園ＰＴＡ会長）
津田 貴（どこだれ代表）
三室秀雄（元東京学芸大学教職大学院特命教授）
北住映二（心身障害児総合医療療育センターむらさき愛育園名誉園長）
小﨑慶介（心身障害児総合医療療育センター所長）
髙橋長久（心身障害児総合医療療育センターむらさき愛育園園長）
鈴木健吾（日本肢体不自由児協会常務理事）

年６回発行
年間購読料４，９５０円

令和８年度 特集
４/５月号 ミラコン2025～未来を見通すコンテスト～第８回プレゼンカップ全国大会特集号
６/７月号 生活の工夫１
８/９月号 生活の工夫２

１０/１１月号 さまざまな働き方３
１２/１月号 手足と体幹の不自由（肢体不自由）をきたす疾患１
２/３月号 手足と体幹の不自由（肢体不自由）をきたす疾患２
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